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【EMD.GR.JP掲載のニュース】 
（10月 26日～11月 10日分） 

 
 

シーラス・ロジック、家庭・SOHO
向け無線ネットワーキング・ソリ
ューションを発表 
 
 シーラス・ロジックは、同社の無線ネット
ワーキング部門（旧 ShareWave ）が

Whitecap2ネットワーク・プロトコルを採用

したBodega無線LAN製品ファミリーの本格

的な生産体制に入ったと発表した。 

 

 Whitecap2は、マルチメディアとサービス

品質（QoS）に対応した業界初の Wi-Fi

（802.11b）認定ソリューションで、 IEEE 

802.11eとして策定されている規格。  

 そのため、Whitecap2を採用した製品は、

企業や学校、空港、ホテルなどの公共分野へ

の導入が進んでいる、Wi-Fi ネットワークと

の相互運用性がある。 

 

 Whitecap2 は、企業よりもむしろ家庭・

SOHO向けに開発されており、MPEG-2ビデ

オや CD 並みの品質のオーディオなど Hi-Fi

エンターテイメント・コンテンツのサポート、

電子レンジやコードレス電話などが原因で発

生する干渉に対する防護、ユーザーにとって

使いやすい機能が搭載されている。  

 これにより、例えばネットワーク対応のセ

ット・トップ・ボックス、デジタル・ビデオ・

レコーダ、ホームゲートウェイ、無線 MP3

プレーヤー、モバイルWebパッド、デジタル

オーディオ/ビデオ・ジュークボックスといっ

た製品で採用されるとしている。 

 

 Bodega無線 LANプラットフォームとは、

CS22210 無線 PCI/USB コントローラ、

CS22220 無線 PCMCIA コントローラ、

CS22230 無線ミニ PCI コントローラ、

CS22250 無線 10BT コントローラ、および

CS22270無線マルチリンク・コントローラか

らなる CS22200シリーズで構成される。  

 現在、Panasonic と NETGEAR の製品な

どで採用されている Whitecap1 技術との下

位互換性も確保しており、ソフトウェアでの

アップグレードで正式な IEEE802.11e 規格

に対応する予定。 

 

 シーラス・ロジックでは、Whitecap2を採

用した製品の本格的な生産体制に入ってお

り、家庭向け製品は 2002 年上半期に発売さ

れると見込んでいる。 

（11/10） 
 

 

米 LiquidAudio、音楽配信プラッ
トフォームの新バージョンを発表 
 
 米 LiquidAudioは、デジタルコンテンツ配

信プラットフォームの最新バージョン

「Liquid System Six」を発表した。 

 

 Liquid System Six は、Liquid Delivery 

Server、Administration Server、Territory 

Identification Server、Registration Server

から構成され、 完全な配信ソリューションと

して利用することもでき、また既存の配信シ

ステムのコンポーネントとして利用すること

もできる。 

 

 現行の Liquid Playerの全バージョンおよ

びプラグインをサポートし、プレーヤーメー

カー向けの次期バージョン、Liquid Player 

Special Edition version 6.1にも対応する。 

 

 Liquid System Sixでは、パフォーマンス

とスケーラビリティについて改善が施されて

いる他、Java、HTTP、XML などのオープ

ン規格を採用しており、主要なアプリケーシ

ョンサーバやデータベースソリューションに

統合することができる。 

 

 また、Liquid System Sixの特徴として、

メタデータとコンテンツの配信ルールがパッ

ケージングできる。 これにより、こうしたデ

ータを複製せずに様々なチャネルを通して配

信を行うことができる他、プロモーション、

アラカルト、定額制など複数のビジネスモデ

ルでサービスを提供することができる。 

（11/10） 
 
 
NRI、2006年の音楽配信市場規模
を約 1,000億円と予測 
 
 NRI 野村総合研究所は、オンラインゲー

ム、音楽配信、出版、映像配信の 4市場から

なるデジタルコンテンツ市場について、2006

年までの市場規模予測とビジネストレンド分

析を行い、2001年の 490億円弱から年平均

成長率 60％以上で拡大し、2006年には 5,530

億円に達するとの予測を発表した。 

 中では、オンラインゲーム市場がブロード

バンド化の進展と携帯電話によるインターネ

ット接続の浸透により、2006年に現在の家庭

用ゲームソフト市場の 50％弱に相当する、

2,710億円まで拡大すると予想している。 

 

 次いで、オンライン映像配信市場について

は、2006年には 1540億円まで拡大するもの

の、その大部分は広告による市場と分析、ユ

ーザーへの直接課金市場拡大のためには映像

配信を支える各種プラットフォームサービス

の整備・充実が不可欠と指摘している。 

 

 音楽配信市場に関しては、2001年の 4億円

から年平均成長率 200％以上で拡大し、2006

年には 1,026億円に達すると予測している。  

 この中では、販売形態を楽曲を 1曲ごとに

購入する「シングル型」と、一定金額の支払

いにより決められた範囲で複数の曲を購入で

きる「アラカルト型」に分類、「シングル型」

から「アラカルト型」へと市場の牽引力は移

っていくとしている。  

 ただし、これらは音楽配信が普及促進の方

向へ働くことを前提としており、パッケージ

に対しての付加価値などをアピールしていく

必要があると指摘している。 

（11/10） 
 

 

10月末の xDSL加入者数は 90万
超  
 
 総務省から 2001 年 10 月末時点の xDSL

加入者数の速報が発表された。それによると

加入者数は 921,867でこれは前月末の 70.6%

増。増加率は前月から 43.1%の大幅増。 

 

 内訳を見ると NTT 東西のフレッツ ADSL

での加入者が465,158、他事業者経由のxDSL

加入者が残りの 456,706で、NTT東西のシェ

アは 50.5%と 9.0%のマイナス。これを 10月

の増加分だけのシェアで見ると 28.7%と大き

くマイナスになっている。 

（11/09） 
 

 

シ ャ ー プ と Winbond 
Electronics、次世代フラッシュメ
モリ技術の共同開発で合意 
 
 シャープと台湾の半導体メーカー
Winbond Electronics は、シャープが開発し
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たメモリセル技術“ACT1”を用いて、0.18

ミクロン及び 0.13 ミクロンのフラッシュメ

モリ技術を共同開発することで合意したと発

表した。 

 

 ACT1 は、従来の標準的な NOR 型フラッ

シュメモリセルに比べて、メモリセルの面積

を約 1/2 に縮小できるメモリセル技術。これ

により、同じデザインルールでは、メモリ容

量を 2倍に拡大することが可能なため、大容

量化および低コスト化が実現できる。 

 

 今回の提携によって、シャープでは、IC事

業の柱であるフラッシュメモリの開発力強化

と将来に向けた生産能力確保が図れ、

Winbond Electronics においては、自社のフ

ラッシュメモリを補完し、低消費電力DRAM

と擬似 SRAM製品と合わせて、モバイル用途

向けのメモリソリューションを実現できる。 

 

 この提携による最初の製品は、0.13ミクロ

ンプロセスを用いた 128Mbit または

256Mbitのフラッシュメモリで、2004年第 1

四半期に実現する予定。販売は両社がそれぞ

れのブランドで行う。 

（11/09） 
 

 

富士写真フイルム、3.5 インチ
FDDを 3GB 以上にする技術を開
発  
 
 富士写真フイルムは、磁気記録媒体技術の
新たなブレークスルーを実現し、記憶容量が

現行比 10 倍の記録密度を持つ、ナノ薄層塗

布型磁気記録媒体"NANO3（NANO CUBIC）

技術 "［ナノキュービック：NANO layer 

coating technology with NANO dispersed 

NANO particle］を開発したと発表した。 

 

 新開発のナノ薄層塗布型磁気記録媒体は、

サブミクロンレベルの薄層メタル塗布を初め

て実現した ATOMM技術に比べ、さらに一桁

薄いナノオーダーの超薄層磁性層を実現。  

 このナノ薄層塗布型磁気記録媒体は、MR

ヘッド適性に優れ、より高感度のGMR、TMR

ヘッドへの適性も高いため、今後の高容量記

録システムへの採用が期待される。 

 

 NANO3（NANO CUBIC）技術を実現に当

たって、富士フイルムではナノ・コーティン

グ技術、ナノ・パーティクル技術、ナノ・デ

ィスパーション技術を開発、これにより、3.5

インチフロッピーディスクで 3GB 以上の記

録密度を実現できる。 

 

 今後は、ハードメーカー・ドライブメーカ

ー等に、NANO3(NANO CUBIC)技術による

メディアサンプルを提供し、NANO3(NANO 

CUBIC)技術による塗布型磁気記録媒体を用

いたシステム開発を積極的に働きかけていく

としている。 

（11/08） 
 
 
NTT東西、フレッツユーザー向け
ブロードバンドコンテンツ配信・
課金代行サービスを発表 
 
 NTT 東西は、フレッツのアクセスサービ

スを利用しているユーザーに対してコンテン

ツの配信および課金を行うサービスを提供す

ることとし、総務大臣に届出を行ったと発表

した。 

 

 配信代行サービスは、事業者が保有するデ

ジタルコンテンツを NTT 東西があらかじめ

用意した専用サーバに登録することにより、

フレッツユーザーに配信できるサービス。ま

た、課金代行サービスも提供される。 

 

 NTT東日本のサービスは「フレッツ・オン

デマンド」。ストリーミングコンテンツ配信を

前提としており、月単位の配信データ量に応

じて 5GBから利用料金が設定されている。  

 有料コンテンツの情報料回収代行は基本料

が月額 5,000 円、手数料は情報料の 9%とな

っている他、各種工事費が初期費用として発

生する。  

 ユーザー側では、フレッツ・ISDN、フレ

ッツ・ADSL、B フレッツを利用している東

京都（町田市及び稲城市の一部を除く）のユ

ーザーであれば、コンテンツの利用が可能。

ただし、有料コンテンツについては、当面フ

レッツ・ISDN 及びフレッツ・ADSL（電話

回線と共用する場合）のユーザーに限られ、

情報料回収代行に承諾と申込が必要となる。  

 事業者からの申込受付は 2001 年 11 月 22

日、フレッツユーザーの有料コンテンツ利用

申込は 2001年 11月 26日から開始予定。 

 

 一方、NTT 西日本のサービスは、「フレッ

ツ・オフィス」サービスのサーバ共有型とし

て提供される。事業者がサーバに登録できる

コンテンツ種別は、一般のホームページ

（HTML 形式）、ストリーミングコンテンツ

（Windows Media Technologies 形式に対

応）、ダウンロードコンテンツ（ソフトウェア、

MP3ファイル等）。   

 これら事業者が登録したコンテンツは、フ

レッツユーザー向け情報発信サイト「フレッ

ツ・スクウェア」から利用することができる。 

 事業者が支払う料金はサーバの容量とコン

テンツ種別（ストリーミングとストリーミン

グ以外）によって、月額利用料として設定さ

れるほか、工事費として初期費用がかかる。  

 有料コンテンツの決済方法はクレジットカ

ードが用いられ、課金は最低 10 円から 1 円

単位で設定できる。手数料は月間課金総額の

20%。  

 サービスの提供開始は 2001年 11月 14日、

フレッツユーザーへのコンテンツ配信は

2001年 11月 26日から開始予定。 

（11/07） 
 
 
電子マネー・サービス“Edy”本
格スタート 
 
 ビットワレットは、ソニーの非接触 IC カ

ード関連技術 FeliCa を使用したプリペイド

型電子マネー・サービス "Edy"を 2001年 11

月 1日から本格的に開始したと発表した。 

 

 "Edy"は、店舗やパソコンに接続したリー

ダ/ライタに Edy カードを軽くタッチ、また

はセットするだけで、簡単かつスピーディな

支払ができる。ICカードを使用していること

から、偽造や改ざん等の不正行為が極めて困

難で、高いセキュリティを実現している。  

 また、Edyカードにバリューをチャージ（入

金）することで何度でも支払に使用すること

ができる。 

 

 サイバーでは 11月から順次、SCNが運営

する So-net e-Mart出展企業、ソニースタイ

ルドットコム、e-SCOTT採用 eコマースサイ

トなどでの支払時に"Edy"を利用できるよう

になる。  

 さらに、2002年 2 月よりトヨタの Gazoo

が運営する e コマースサイトでも支払に

"Edy"の利用を試行する。  

 2002年春には、ソニースタイル、ソニーミ

ュージックグループが運営する eコマースサ

イト、エンタテインメントプラス（e+）、エ

ー・アイ・アイが運営するブローバンドコン



 

EMD Magazine 第 8 号 

 - 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンツサイト、凸版印刷の Bitway も対応す

る予定。 

 

 サイバー上での Edy バリューのチャージ

（入金）には、クレジットカード会社及び銀

行が順次対応していく。 

 サイバー上での支払いやチャージに必要と

なる個人用リーダ/ライタは、ソニースタイル

などで一般販売される予定となっている。 

 

 リアルではコンビニエンスストアの

am/pmで 2002年夏までに全店（1,400店）

に導入されるほか、ソニー、東京三菱銀行、

サンデン、エーエム・ピーエムといった企業

の社員証やデリスクラブカードなどの会員

証、クレジットカード、トヨタが試行するテ

ィーエスキュービックEdyカードなど各種カ

ードの発行に取り組んでいく。 

 

 こうした利用環境の順次拡大により、2003

年度には"Edy"が利用可能なカードの発行枚

数 850 万枚、加盟店 23,000 店、個人用リー

ダ/ライタ 400 万台の普及を目指すとしてい

る。 

（11/07） 
 
 
アップル、iPodの発売を延期 
 
 アップルは、2001年 11月 10日と発表し

ていたデジタルミュージックプレーヤー

「iPod」の発売を 2001年 11月 17日に変更

すると発表した。 

 

 iPodは、5GBの小型 HDDを搭載した携帯

型MP3プレーヤー。2001年 11月 17日（土）

よりアップルのオンラインストア、Apple 

Store および iMac/iBook デモ展示販売店を

通じて、47,800 円（メーカー希望小売価格、

税別）で販売される。 

 

 この製品パッケージには、iTunes 2 CD、

インナーイヤー型ヘッドフォン、FireWireケ

ーブル、そして FireWire ベースの電源アダ

プタが含まれる。 

（11/07） 
 
 
山陽新幹線車内で Bluetooth 実験
を開始 
 
 JR 西日本と B.L.T.プロジェクトは、山陽

新幹線「ひかりレールスター」車内において、

Bluetooth(ブルートゥース)等の新しい無線

技術を活用したコンテンツ提供実験「レール

スターおでかけネット」を実施すると発表し

た。 

 

 この実験は、車内に設置したサーバ内に用

意したコンテンツを、ユーザーのパソコンや

携帯情報端末（PDA）で座席にいながら楽し

むことのできる、新しい車内サービスの実現

を目指すもの。 

 

 実験の実施期間は 2002年 11 月 8 日から

12 月 20日までの毎週火・木曜日。実験対象

列車及び車両は【下り】ひかり 367号（新大

阪（9:58）発、博多（12:45）着）【上り】ひ

かり 378号（博多（ 14:39）発、新大阪（17:22）

着）で、いずれも「8号車」車内のみ。 

 

 コンテンツは列車の時刻検索、車両設備案

内、駅お役立ち情報（駅構内の案内、お天気

等）、駅弁情報、ニュース等。希望すれば、実

験専属スタッフから Bluetooth 搭載の PDA

の貸し出しも受けられる。 

 

 また、東芝の協力の下、無線 LAN による

地上から車上へのデータ転送システムを使用

し、岡山駅停車時に、車内サーバのコンテン

ツ更新の実験もあわせて行なわれる。 

 

 B.L.T.は、Bluetooth Launch Trial の略で、

日本エリクソン、丸紅、及びハンドスプリン

グの 3社が共同で実施している Bluetoothを

利用した携帯端末向け情報配信サービスの実

証実験。都内各所で行われていた実験は 10

月末で終了となっている。 

（11/07） 

 
 
ケンウッド、圧縮フォーマットの
高音質再生技術を子会社へ移管 
 
 ケンウッドは、圧縮フォーマットの高音質
再生のためのオリジナル技術「Supreme（サ

プリ－ム）」の開発・販売体制を、子会社であ

るケンウッド・ジオビットに正式に移管、よ

り細かなニーズに対応できる体制とし、普及

に向け積極展開を図っていくと発表した。 

 

 「Supreme」は、圧縮された音楽信号の欠

落成分を補間、より原音に近い高音質で再生

するケンウッドが開発したオリジナル技術。 

 

 ケンウッド・ジオビットでは、「IT事業部」

を発足させ、ネットワーク時代のサービスコ

ンテンツやソフトウェアアプリケーションな

どを提供する事業を開始しており、販売及び

開発体制をケンウッド・ジオビットに正式に

移管することでケンウッド以外の法人にも広

く供給、普及を強力に図ってゆくとしている。 

 

 既にケンウッド・ジオビット IT 事業部で

は、PC メーカー及びパソコンソフトウェア

メーカー用のオーディオ用ソフトウェアアプ

リケーションの開発・供給及び Supreme 技

術の搭載など、すでにいくつかの実績を重ね

ており、 同時に発表されたケンウッドのマイ

クロ・コンポ「Digital Avino SJ-7MS」にバ

ンドルされている「Mulia（ミューリア）」開

発も担当している。 

（11/06） 

 
 
ケンウッド、MG メモリースティ
ックに対応したMDマイクロ・コ
ンポを発表 
 
 ケンウッドは、世界で初めてマジックゲー
ト（MG）メモリースティックスロットとMD

をワンボディに搭載した「Digital Avino 

SJ-7MS」を 11月下旬より発売すると発表し

た。希望小売価格はオープン。 

 

 SJ-7MSでは、従来はPC を必要としたMG

メモリースティックへの音楽データ記録をワ

ンボタンで実現、CD の全曲もしくは任意の

一曲をボタンひとつの操作で簡単にMGメモ

リースティックへ記録する「ワンタッチエデ

ィット」機能を搭載している。  

 また、CDからMGメモリースティックと

MDへの同時録音も可能となっている。 

 

 さらに、ケンウッド・オリジナルの PC 用

アプリケーションソフト「Mulia」を添付。

PC 上のミュージックプレーヤーとして使用

できるほか、インターネットを通 じて

CDDB2から音楽 CD の情報を取得したり、

PC ハードディスク内の音楽データを管理し

たりすることが可能。  

 また、音楽 CDを PC のハードディスクへ

ATRAC3形式にエンコードでき、SJ-7MS本

体と PC を USB接続すれば、MGメモリース

ティックへ音楽データを高速転送できる。 
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 「Mulia」の動作条件は以下の通り。  

 ・対応OS：Windows 98SE、Windows Me、

Windows 2000 professional  

 ・CPU：Pentium233MHz以上  

 ・必要メモリ：64MB以上  

 ・必要 HDD容量：100MB以上 

 

 なお、CDプレーヤー部はWMA／MP3の

再生に対応、「 ID3 タグ」「WMA タグ」も曲

タイトル／アーティスト名などをディスプレ

イ上に漢字対応で表示。また、圧縮フォーマ

ットでのプログラム／リピート再生にも対応

している。 

 

 MG メモリースティックスロットを搭載し

ない下位機種「SJ-5WM」も同時に発表され

ている。 

（11/06） 

 

 
アップル、iTunes2の無償配布を
開始 
 
 アップルは、Mac 用デジタルミュージック

ソフトウエアの新バージョン「 iTunes(アイチ

ューンズ)2」の無償ダウンロードを開始した。 

 

 iTunes 2は、新たにMP3 CD作成機能、

イコライザ機能、そしてクロスフェード機能

が追加されている。  

 また、最も特徴的なのは 2001 年 11 月 10

日発売予定の MP3 プレーヤー「iPod（アイ

ポッド）」との連携機能。 最初に iPod を

iTunes 2を実行しているMac に接続すると、

iTunes 2からすべての曲とプレイリストが自

動的に iPodにダウンロードされ、それ以降、

iPodをMac に接続するたびに、iPodの内容

は自動的に更新され、常に最新の状況に保た

れる。 

 

 また、Creative Labs（日本国内ではクリエ

イティブメディア）の Nomad シリーズ、ソ

ニックブルーの Rio シリーズ、ナカミチの

SoundSpace2 など USB 接続の MP3 プレー

ヤーが標準サポートとされている。  

 Mac にこれらのMP3 プレーヤーをつなぐ

と、そのアイコンが iTunesのウインドウに現

れ、後は、MP3プレーヤーのアイコンにライ

ブラリやプレイリストから曲をドラッグ＆ド

ロップするだけで MP3 ファイルの転送が行

える。 

 

 iTunes 2の動作条件は、MacOS 9.2.1また

はMac OS X v10.1以降のバージョンが必要。

11 月からすべての新しいマックに搭載され

るほか、iPodにも無償CDとして同梱される。 

（11/06） 

 

 

J-フォン、SD Audio準拠の携帯電
話を発表 
 
 J-フォンは、2002 年春より開始予定のパ

ケット通信サービスに対応し、SD Audio 準

拠の MP3 ファイルの再生／録音が可能な

「J-SH51」（シャープ製）を発表した。希望

小売価格（標準セット）は 62,000円、発売は

2002年 1月上旬以降予定。 

 

 J-SH51 は SD カードスロットを搭載、オ

プションのマイク付オーディオリモコンを使

えば、音楽再生中の電話着信にも応対できる。 

 

 さらに有効画素数 31 万画素のモバイルカ

メラ（CMOS）を搭載し、640×480 ドット

（VGA サイズ）の撮影が可能。従来比約 2

倍の明るさを実現したアドバンスト TFT 液

晶を搭載、JPEG画像は最大 26万色相当のカ

ラー表示を実現している。 

 

 SD カードは J-フォンの拡張メモリとして

も利用が可能となっており、モバイルカメラ

画像はもちろん、Javaアプリやメモリダイヤ

ル、メール、スケジュールのデータも保存で

きる。 

 

 大きさは約 50x96x28mm（折りたたみ時、

アンテナ突起部除く）、重量は約 108g。色は

ハイドロシルバー、バイオピンク、アストロ

ネイビー、ソシオホワイト（東海エリアのみ）。 

 

 標準セットには、携帯電話本体、付属品キ

ット（電池パック、急速充電器、卓上ホルダ

ー、SDメモリカード（8MB）、ステレオヘッ

ドホン、光デジタル変換プラグ、アナログ変

換プラグおよびハンドストラップ）が含まれ

る。 

 

 また、パケット通信サービスに対応した機

種として、背面に配された業界初のステレオ

ツインスピーカーと 7 色に点滅する 2 つの

LEDが、迫力の 40和音ステレオサウンドの

着信メロディやゲームを楽しく演出する

「J-K51」（ケンウッド製）も発表された。 

（11/05） 

 
 
AMD、0.17 ミクロンプロセス技
術使用のフラッシュメモリ製品を
量産開始 
 
 AMD は、富士通との合弁会社「富士通エ

イ・エム・ディ・セミコンダクタ（ Fujitsu AMD 

Semiconductor Ltd.）」の最新鋭量産工場から

0.17ミクロンプロセス技術を使用したフラッ

シュメモリ製品ファミリーの出荷を開始した

と発表した。 

 

 0.17ミクロン・プロセス技術の採用によっ

てターゲット・アプリケーションの性能水準

を向上させつつ、コストと消費電力を削減す

ることが可能となっており、携帯電話、双方

向ポケベル、携帯情報端末（PDA）や、車用

遠隔診断装置、車用盗難追跡装置、GPSナビ

ゲーション、車載音声認識装置などの車載応

用機器などへの搭載が見込まれている。 

 

 この新しいフラッシュメモリ製品ファミリ

ーは、日本の会津若松にある最新鋭の JV3量

産工場で生産される。この新工場は、着工が

2000年 6月で、建設から認定、生産立ち上げ

までの期間を 5四半期と大幅に短縮すること

に成功したとしている。 

（11/05） 
 
 
デジキューブ、KIOSK 端末によ
る音楽配信事業から撤退 
 
 デジキューブは、レコード店や量販店の店

頭に設置している KIOSK端末（DCT-R）の

運営、およびコンビニエンスストアなどに設

置されている KIOSK 端末向けに提供してい

るデジタルデータ運用のいずれからも撤退す

ることを発表した。 

 

 コンビニエンスストアなどに設置されてい

る KIOSK端末については、当初 16,000台の

設置規模で事業設計していたが、現段階で来

年末で 6,000台と予想、事業の黒字転換が見

込めなくなったとしている。  

 そのため、2001年 12月末を持って現在の

運営委託先であるスペースリンクへ事業を移

管する。 
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 また、レコード店や量販店の店頭に設置し

た自社所有の DCT-Rに関しても 2002年 3月

末までに第三者に移管するとしている。 

 

 以上の結果、KIOSK 端末事業における資

産を特別損失として計上する。 

（11/05） 

 
 
荒川区、FTTH導入補助制度を開
始  
 
 東京都荒川区は、2001年 11月 15日から、

区民を対象に民間事業者が行う「光ファイバ

ーによるインターネット接続（FTTH）サー

ビス」に加入する際の初期工事費を補助する

制度を開始した。 

 

 条件としては、個人では荒川区に住民登録

または外国人登録をしていること、住所地の

住まいで FTTH サービスに加入すること、特

別区民税を滞納していないこと、 事業所では

荒川区内にある企業・事業所で、所在地の事

務所・工場等で FTTH サービスに加入するこ

と、法人事業所の場合は法人都民税を滞納し

ていないこと、個人事業所の場合は事業主が

個人住民税を滞納していないこととなってい

る。 

 

 集合住宅の場合は、建物の主配電盤（ MDF）

まで光ファイバーを引き込み、各戸あたり上

り下りとも 10Ｍbps以上の通信速度に対応で

きる配線を使用しているものでも構わない。 

 

 補助金額は個人では 3 万円、事業所では 5

万円を上限としたFTTHサービス加入時の初

期工事費用全額。契約料、手数料、月額利用

料には補助はない。 

 

 申請期間は 2001年 11 月 15 日から 2002

年 3月 29日。FTTH 事業者へ 2001年 11月

1 日以降に加入申込みをしたものを受け付け

る。 

 

 なお、荒川区では高速・大容量でインター

ネットに接続できるブロードバンドを活用し

た、荒川区ブロードバンド・ネットワーク

（AB-NET）の構築を計画しており、今回の

補助制度もその一環となっている。 

（11/03） 

 

沖縄県初の広域無線インターネッ
ト"プレ・サービス"開始 
 
 ファーストライディングテクノロジー

（FRT）は、2001年 11月 1日から、沖縄県

内北谷町エリアで広域無線インターネット接

続サービス「FirstBB」のプレ・サービスを

開始した。 

 

 これは、2001年 12月からの事業開始を前

にしたサービス全体の運用テストの実施を行

うもの。2001 年 10 月 15 日から募集したモ

ニター利用者は、アンテナや無線 LAN 機器

などの設置工事費を負担した上で、“接続料金

無料”で無線インターネットを利用できる。 

 

 プレサービス実施エリアは、沖縄県北谷町 

宮城、桑江、砂辺、北前の一部地域。サービ

ス期間は 2001年 11月 1日から 30日の 1ヶ

月間。 

 

 2.4GHz帯の電波を利用する無線LAN技術

を採用しており、最大速度 1.6Mbpsのインタ

ーネット接続サービスを提供する。 

 

 12月からは定額制・常時接続サービスをプ

ロバイダ料金含め月額 3,980円で提供する本

サービスを開始する予定。 

 

 FRTは、2001 年 7 月に、沖縄電力、マリ

ーンシステムアソシエイツ、りゅうせきの地

元 3企業と、日本テレコムの共同出資により

設立された。無線 LAN サービス、光ファイ

バーによるインターネット接続など、ニーズ

に則したさまざまなサービスを提供していく

予定としている。 

（11/02） 

 

 

米 Liquid Audio、Windows XP対
応の Liquid Player を発表 
 
 米 Liquid Audioは、同社のプレーヤーソフ

トウェア「Liquid Player 6」のWindows XP

対応版を発表した。同社のサイトから無償で

ダウンロードできる。 

 

 Liquid Player 6 は、ストリーミング、ダ

ウンロード、音楽配信サイトからの楽曲の購

入、再生、音楽 CDのリッピングと CD-Rへ

の焼き付けといった機能を備えた統合ソフト

ウェア。 

 サポートするファイル形式は、MP3、

Liquid形式、Windows Media Audio（WMA）、

WAVファイルとオーディオ CD。 

 

 新たに Web ページの表示機能を内蔵して

おり、音楽配信サイトへのアクセスもソフト

ウェア上で行える。 

 

 Liquid PlayerはWMA以外のフォーマッ

トもサポートしており、Windows XPと組み

合わせることによって、ユーザーにより分か

りやすい音楽配信ソリューションを提供でき

るとしている。 

（11/02） 

 
 
富士通と NTT Com、MO向けデ
ィジタルコンテンツ配信サービス
を発表 
 
 富士通と NTT コミュニケーションズ

（NTT Com）は共同で、映像などのディジタ

ルコンテンツを、「メディア ID」機能に対応

した 3.5 型 MO（光磁気）メディアに配信す

るプラットフォームサービスを、2001年 12

月 1日より開始すると発表した。 

 

 このサービスは、コンテンツホルダが保有

する様々な映像作品を高画質で圧縮し、NTT 

Com のコンテンツ配信プラットフォーム

「 DRM-WING （ Arcstar MUSIC ＆

VIDEO）」を利用して、ディジタルコンテン

ツの著作権保護を可能にする「メディア ID」

機能を搭載するMOメディア向けに提供する

もの。 

 

 「メディア ID」機能に対応する MO ディ

スク装置は、アイ・オー・データ機器、加賀

電子、富士通パーソナルズ、メルコ、ヤノ電

器、ラディウスより順次販売される予定。 

 

 対応する MO メディアについては、

230MB、540MB、640MB、1.3GB、2.3GB

といった容量で既に販売されており、2.3GB

の 3.5型MOメディアでは最大 314分間のビ

デオ映像（MPEG4 方式による DVD クオリ

ティの圧縮をエンコードレート 1Mbps で行

った場合）を、著作権を保護したままで記録･

再生することができるとしている。 

 

 なお、対応する MO ディスク装置および

MO メディアには、「メディア ID」機能を示
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すロゴマークがつけられる。 

 

 また、サービス開始時には、2002年 3月末

までの期間限定のキャンペーンサイト

「moclip.com」を開設、無料で音楽ビデオク

リップなどを配信する。 

（11/01） 

 
 
ソニックブルー、Rio ユーザー向
け音楽配信サービスを発表 
 
 ソニックブルーは、Rioデジタル・オーデ

ィオ・プレーヤーRio 600、Rio 800、および

Nike psa[play 120、Nike psa[play 60向けの

デジタル音楽配信サービス「Rio Music 

Style」を 2001年 12 月 3日より開始すると

発表した。 

 

 「Rio Music Style」は、Webサイトから直

接 RioにWMA形式の楽曲ファイルをダウン

ロードできる会員制のサービス。会員は月々

15 曲まで無料でダウンロードすることがで

きる。 

 

 提供される楽曲はパブリック・エネミーや

シュガー・ロスなど 70 曲。楽曲は月ごとに

更新される。 

 

 また、「Rio Music Style」では 2002年前期

中にも有償のデジタル音楽配信サービスを開

始する。有償のデジタル音楽配信サービスで

も著作権保護されたWMAを採用し、一曲ご

とのダウンロードに課金する方式や一定期間

内の定額方式など複数のサービス形態を提供

する予定。 

 

 なお、有償サービスが始まった後も、無償

楽曲は提供されるとしている。 

（11/01） 

 

 

メルコ、次世代高速 22Mbps 無線
LAN製品を発表 
 
 メルコは BUFFALO ブランドより、

11Mbps無線 LAN「AirStation」シリーズに

従来の 2倍の通信速度を実現した次世代無線

LAN「AirStation2x（エアーステーションツ

ーエックス）」シリーズをラインナップ化する

と発表した。 

 

 「AirStation2x」シリーズの第 1弾は、標

準（ブリッジ）モデル「WLA-T22G」と、

CardBus スロット用無線 LAN カード

「WLI-CB-T22G」。 

 

 Texas Instruments Incorporated（TI）の

最新チップセットを採用し、IEEE802.11bに

準 拠 、 デ ー タ 転 送 速 度 も 従 来 の

1/2/5.5/11Mbpsに加え、TI独自の 2xモード

による 22Mbpsの高速通信を実現している。 

 

 従来製品との互換性に関しては、11Mbps

の国際標準規格であるWi-Fi 認証取得を予定

しており、セキュリティ面でも強固な

40/128/256bitWEP機能及び MAC アドレス

登録機能を搭載している。 

 

 欧米では 2001年 12月下旬より販売子会社

Buffalo Technology（UK）Inc 及び Buffalo 

Technology（USA）Inc を通じて販売を開始

する予定。日本国内の販売は 2002 年 2 月上

旬を予定している。 

 

 なお、第 2 弾として、ADSL/CATV 対応

Broadband（ローカル）ルータ搭載モデル

「WLAR-T22G-L」を予定している。 

（11/01） 

 
 
パワーバンドコミュニケーション
ズ、東京ケーブルネットワークと
提携 
 
 パワーバンドコミュニケーションズ（PBC）

は、東京ケーブルネットワーク（TCN）と業務

提携し、TCN の CATV 網を上位接続とするマン

ション向けブロードバンドサービス「Power 

Band」（パワーバンド）の提供を TCN のサービ

スエリアにて 2001 年 11 月 1 日より開始する

と発表した。 

 

 Power Band は、バックボーンに同軸ケーブ

ルを採用し、各マンション内のネットワーク

には既存の電話線を利用して PNA モデムを接

続する「Home-PNA 方式」を採用しているブロ

ードバンドサービス。 

 

 通信速度は 1Mbps のベストエフォートで、

回線使用料、通信料、インターネット接続料

を含む基本接続料は月額 4,300 円の定額制と

なっており、都心部のマンションが集中して

いるエリアに対して、2001 年 6 月 1 日よりサ

ービスを提供している。 

 

 今回の TCN との提携により、新たに東京都

千代田区、文京区、荒川区が「Power Band」

のサービス対象エリアとなる。PBC と CATV オ

ペレーターとの提携は、港区のRosenet（2001

年 8 月）、名古屋のスターキャット（2001 年

10 月）に続いて 3局目。 

 

 なお、今後も PBC では、サービス提供地域

を対象にケーブル網の敷設を行い、地域に細

やかなサービスを提供してきたノウハウを持

つ東名阪の複数の CATV オペレーターと同様

な協力関係を構築することにより早急にエリ

ア拡大を図っていくとしている。 

（10/31） 

 

 

米 Rioport、HPの PCユーザーに
音楽配信サービスを提供 
 
 米 Rioportは、米 Hewlett-Packard の PC、

Pavilionのユーザーに対して有料音楽配信サ

ービスを開始すると発表した。 

 

 RioPortの PulseOne Media Serviceを採

用した HP Digital Music Storeは、Windows 

XP を搭載した HP の家庭向けデスクトップ

およびノート PC、新 Pavilionの画面上から

直接アクセスできるようになっており、メジ

ャーレーベル、インディーズ併せて数万タイ

トルの楽曲がダウンロード可能となってい

る。 

 

 なお、このサービスは MUSICMATCH 

Jukebox 6.1をWindows XPと組み合わせる

ことによってユーザーに最新のデジタルオー

ディオ管理技術を提供するとしている。 

（10/31） 

 

 

M-Systems、世界最小のフラッシ
ュディスクを発表 
 
 M-Systems は、世界最小サイズの 16MB

フラッシュディスク「Mobile DiskOnChip」

を発表した。 

 

 Mobile DiskOnChip は、9x11x1.4mmの

BGA(Ball Grid Array)パッケージで既存のフ

ラッシュディスクの半分以下のサイズとなっ

ている。 その一方、データ書き込み速度は
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10倍近く向上しており、5MBのMP3ファイ

ルも数秒でダウンロードできるとしている。 

 

 駆動電圧も 1.8V と低消費電力を実現して

おり、大量の電子メールや添付ファイルデー

タおよびオーディオ・ビデオデータを扱うよ

うなハイエンドの携帯電話に最適のソリュー

ションとしている。 

 

 また、業界標準のエラー検出・訂正コード

「Reed-Solomon」とM-Systemsの特許技術

「TrueFFS」ソフトウェアを組み合わせるこ

とで、データの誤消去を防ぎ、保存データの

信頼性を高めている。 

 

 Mobile DiskOnChip は既に北米、アジア、

欧州の市場向けにディストリビューター経由

で流通が開始されている。 

（10/31） 

 

 

NTT コム、Hi-FIBE の実験スポ
ットにミニストップを追加 
 
 NTTコミュニケーションズは、2001年 7

月より開始している公衆エリアを活用した無

線 LANインターネット接続実験（実験名称：

ハイファイブ）の実験スポットに 11月中旬よ

り東京都内のミニストップ 4店舗を追加する

と発表した。 

 

 この実験は、家庭やオフィス・学校で利用

しているパソコン＋無線 LAN の環境をその

まま外出先に持ち出して活用するというコン

セプトのもと、人の多く集まるホットスポッ

トにブロードバンドインフラを敷設し、 

IEEE802.11b をベースにした世界標準規格

（Wi-Fi 認定）に準拠したシステムを構築し

ている。ホットスポットではブロードバンド

コンテンツ配信と共にブロードバンド環境を

体験することができる。 

 

 これまではモスフードサービスと協同で東

京都内のモスバーガー7 店舗および品川プリ

ンスホテルにおいて展開されていた。 

 

 なお、今後は要望の多いモスバーガー店舗

についても実験拡大を予定としている。 

（10/30） 

 
 
 

NTT東日本、Bフレッツサービス
地域を拡大 
 
 NTT 東日本では、光ファイバを利用した

インターネット接続サービス「B フレッツ」

について、2001年 11月及び 2002年 1月の 2

回にわたり提供地域を拡大することを発表し

た。 

 

 提供拡大地域は東京 23 区全域、及び東京

都多摩地区、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨

城県、宮城県、北海道の各一部地域。 

 

 提供地域の拡大に伴い、申込受付を 2001

年 11月 1日から順次開始する。 

 

 今回のサービス提供地域拡大により、「Bフ

レッツ」については、NTT東日本エリアの固

定電話施設数ベースで約33%のユーザーをカ

バーすることになるとしている。 

（10/30） 

 

 

Macrovision、著作権管理の特許
技術を 2社から取得 
 
 Macrovisionは、AudioSoft International

の主要な特許技術およびその他の知的資産、

MediaDNA のソフトウェアとコンテンツの

セキュリティに関する主要ないくつかの特許

技術を取得したと発表した。 

 

 AudioSoft International は、音楽業界向け

にデジタルコンテンツの著作権料の分配や管

理技術を開発している企業。 

 

 AudioSoft Tracking Masterはインターネ

ット上で使われているあらゆる音楽の情報を

集め、整理し報告する製品で、レコード会社、

著作権管理団体、音楽配信業者などに対して

リアルタイムで正確な情報をカスタマイズし

て報告することができる。 インターネット上

で利用されている主要なオーディオフォーマ

ットと配信プラットフォームに対応してお

り、数百のインターネットラジオ局で利用さ

れている。 

 

 MediaDNA が eMediator として発表して

いた技術は、個々のデジタルコンテンツに対

し利用権限と著作権を強固に結びつけるも

の。 デジタルコンテンツは何度配信され、利

用されてもしっかりと保護され、それぞれの

アクセスを管理することができる。 

 

 Macrovision では、インターネット上の許

諾を受けていない音楽ファイルと CD-R機器

の増加が既存の音楽流通ビジネスの脅威とな

っている現状を踏まえ、 今回取得した 2社の

技術と既に発表している SAFEAUDIO と併

せて、ビデオやソフトウェア、音楽の複製防

止技術およびデジタルコンテンツの著作権管

理分野に集中していくとしている。 

（10/27） 

 

 

アッカ、イー・アクセス、ADSL
モデムなどの Windows XP 対応
を公表 
 
 アッカ・ネットワークスとイー・アクセス
は、それぞれWindows XPの発売を前に、提

供しているADSLモデムなどの対応状況を公

表した。 

 

 Windows XP のパッケージ品の発売は

2001年 11月 16日だが、英語版が同 10月 25

日に米国で発表されたこと、日本語版もOEM

版およびプリインストール版が同日発売され

たことを受けてのもの。 

 

 アッカでは、提供している ADSLモデムの

内、ルータタイプについてはWindowsXP標

準搭載されている InternetExplorer6.0 で問

題なく設定ができることをそれぞれのメーカ

ーによって確認している。  USB タイプの

Xpeed X411C(PPPoA)については現在配布し

ている最新ドライバ Ver.1.07で動作は確認し

ているものの、インストール時などに何点か

注意が必要としている。 

 

 また、Windows XPのブロードバンド対応

機能として提供される「リモートアシスタン

ス」と「リモートデスクトップ」の機能につ

いては、検証によって基本的な動作は確認で

きているとしている。 こちらは USBタイプ

については問題ないが、ルータタイプの場合

は、NAT(IPマスカレード)を使用しているた

めモデムの設定が必要となっている。 

 

 一方、イー・アクセスでは USB タイプの

ADSLモデムに関してはWindows XP対応の

ドライバが必要としており、11月末のドライ

バリリースに向けて準備中となっている。 ル

ータタイプについてはブラウザを使用したモ
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デムの設定など、Windows XPに付属するブ

ラウザが Internet Exploreｒ 6 と同等のた

め、Windows 2000、Me、98と同様に設定を

行なうことができるとしている。 

 

 なお、イー・アクセスではWindows XPに

搭載されるリアルタイムコミュニケーション

ツール「Windows Messenger」を通じてVoIP

（Voice over IP）技術を利用した PC 発公衆

網向け電話サービスの提供を予定している。 

（10/26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【EMD プレーヤー 
2001 年秋冬モデル一覧】 

-追加- 
 

ケンウッド 

Digital Avino SJ-7MS 

 
■ 記録媒体：マジックゲートメモリースティ
ック 

■ 対応圧縮方式：ATRAC3 
■ サ イ ズ ： 240x136x328mm （ 本 体 ）、
150x285x222mm（スピーカー） 

■ 重量：約 4.9kg（本体）、約 2.5kg（スピー
カー） 

■ メーカー希望小売価格：オープン 
■ 発売日：2001 年 11 月下旬 
 
MG メモリースティックへの音楽データ記
録をワンボタンで実現、CD の全曲もしく
は任意の一曲をボタンひとつの操作で簡
単に MG メモリースティックへ記録する
「ワンタッチエディット」機能を搭載。 
 なお、CD プレーヤー部は WMA／MP3 の再
生に対応、「 ID3 タグ」「 WMA タグ」も曲タ
イトル／アーティスト名などをディスプ
レイ上に漢字対応で表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャープ 

J-SH51 

 
■ 記録媒体：SD カード 
■ 対応圧縮方式：MP3 
■ サイズ：約 50×96×28mm 
■ 重量：108g 
■ メーカー希望小売価格：62,000 円（税別） 
■ 発売日：2002 年 1 月上旬以降 
 
J-フォンのパケット通信サービスに対応
し、SD Audio 準拠の MP3 ファイルの再生
／録音が可能。色はハイドロシルバー、バ
イオピンク、アストロネイビー、ソシオホ
ワイト（東海エリアのみ）。  
 標準セットには、携帯電話本体、付属品
キット（電池パック、急速充電器、卓上ホ
ルダー、SD メモリカード（8MB）、ステレ
オヘッドホン、光デジタル変換プラグ、ア
ナログ変換プラグおよびハンドストラッ
プ）が含まれる。 
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